
１．件名：「日本原燃(株)再処理施設及びＭＯＸ施設の新規制基準適合性に関

する面談」 

 

２．日時：令和３年４月２７日（火）１３時１５分～１３時５５分 

 

３．場所：原子力規制庁 １０階会議室（TV 会議により実施） 

 

４．出席者 

原子力規制庁 

原子力規制部 

核燃料施設審査部門 

（原子力規制部新基準適合性審査チーム） 

古作企画調査官、大橋管理官補佐、中川上席安全審査官、津金主任

安全審査官、羽場崎主任安全審査官、田尻安全審査官、上出安全審

査官、大岡安全審査専門職、武田安全審査専門職、森野安全審査専

門職 

専門検査部門 

大東首席原子力専門検査官、舘内主任原子力専門検査官 

核燃料施設等監視部門 

熊谷統括監視指導官、服部上席監視指導官 

日本原燃(株) 

大久保 理事 再処理事業部 副事業部長 他１５名 

東京電力ホールディングス(株) サイクル技術グループ チームリーダー 

関西電力(株) 原子力事業本部 原子燃料部門 

原燃計画グループリーダー 他１名 

中部電力(株) 原子燃料サイクル部 サイクル戦略グループ 課長 

中国電力(株) 電源事業本部 原子燃料サイクルグループマネージャー 

他１名 

日本原子力発電(株) 発電管理室 炉心・燃料サイクルグループ主任 

 

５．要旨 

・原子力規制庁が本日の審査会合で指摘した事項の確認を行うとともに、

指摘事項に対する今後の対応方針を確認した。 

・事業者から、ロジックを整理した資料を含めて適時提示するほか、アクセ

スできない機器等の整理や代替検査の具体的な実施方法について整理し、

今後説明する予定である旨の回答があった。 

・原子力規制庁から、埋込金物の健全性の調査状況は原子力規制検査で確

認していくこととしており、使用前事業者検査に関する事項については



今後の審査会合等での確認と並行して作業管理等の状況について現地で

も確認することを伝えた。 

 

６．その他 

なし 


